
今年度はコロナウィルス感染防止から、様々な行
事、大会が中止となりました。そのような中、生徒会
を中心に感染防止対策の計画を立て、体育祭、文化
祭、球技大会を開催しました。
例年と異なり、体育祭は半日開催、文化祭は生徒

のみの一日開催。球技大会は試合間を長くとって換
気を行うなど、生徒は様々なルールを守った上で各
行事をやりきりました。来年は思い切りやれる世の
中になっていれば良いですね！

生徒会長の須藤謙太君 (3-3)から三大行事を終えて一言！
今年度の三大行事を振り返ると、まず最初に思い浮かぶのは、たくさんの方々

の協力と励ましの言葉です。開催を断念する学校も多くある中、三沢高校の先生
方は生徒のために尽力してくださいました。コロナウィルス感染予防のため、規制
されることもありましたが、できる範囲で最高の行事を創り上げることができまし
た。高校最後の行事を例年通り行えなかった歯がゆい気持ちも残りますが、今ま
でにない経験をして最高の思い出を作ることができて良かったです。

団体競技
弓道部(男子) 準優勝
バレーボール部(女子) 第３位
弓道部(女子) 第４位

個人競技
陸上部 男子 走り幅跳び 第３位 當麻晟基(3-2)

男子 ３０００ｍ障害 第６位 蛯名一稀(3-2)
女子 ５０００ｍ競歩 第２位 早坂知花(3-4)
女子 ５０００ｍ競歩 第４位 田中 葵(2-6)
女子 ４００ｍハードル 第２位 湯瀬 水晶(3-3)
女子 ４００ｍハードル 第５位 工藤いろは(3-2)
女子 ４×４００ｍ 第４位 工藤いろは(3-2)、

湯瀬 水晶(3-3)、鶴ヶ崎愛羅(2-6)、梅村璃歌(3-4)

男子弓道部 部長 吉田 優君(3-3)から一言
私たちは大会優勝を目標に日々の練習を頑張

ってきました。部員一人一人が意識を高め合い
ながら練習をしました。今までうまく結果が出な
かったり、思ったような射ができず、気持ちが折
れそうになった部員もいました。しかし部員同士
で支え合い、本番を迎えました。
コロナ禍の中、大会開催に尽力してくださった

先生方、親への感謝を込めて大会に臨みまし
た。結果は惜しくも２位でしたが、自分たちの全
力を尽くせたと思います。これからも弓道部の応
援よろしくお願いいたします。

女子弓道部 部長 天間珠歩さん(3-2)から一言
今年はコロナ禍の影響で、例年とは異なる通信制の大会が行われました。
３年生にとっては完璧な最後とは言えませんでしたが、一人一人が誇りを持ち、

戦い抜くことができました。また、いつもは相手選手に見られていたのが、部員全員
に変わり、今までとは違う緊張感を味わいながら弓を引いていたことが印象に残っ
ています。大会運営に関わってくださった方々にとても感謝しています。本当にあり
がとうございました。

女子バレーボール部 部長 小林萩子さん(3-2)から一言
試合後、涙が止まりませんでした。決勝に上が

れなかったこと、春高予選は残っていますが、開
催されるかわからず、最後の大会になるかもしれ
なかったからです。
私は唯一の３年生で、「チームを強くしたい」そ

の思いで練習してきました。最初はマネージャーと
して入部した私を支えてくれた後輩たち、両親、先
生方には感謝の言葉しかありません。これからは
進路達成に向けて頑張ります。三沢高校女子バレ
ーボール部で培ったことは、今後の人生の糧とな
るはずです。
後輩たちには「自分たちは弱いんだ、だから練習しなければ！」の意識を忘れず

に頑張って欲しいです！

陸上競技部 部長 當麻晟基君 (3-2)から一言
７月後半も依然としてニュース内容は「コロナ」だ

った。今年は大会中止、練習規制など異例の一年
であった。マスク着用が義務づけられた部活動もあ
ったと聞く。実は私はマスクが大嫌いである。そん
な私もマスクを着用する世の中へと変わっていっ
た。幸い陸上競技は「青森県高校総体代替大会兼
春季陸上競技大会」を開催していただいた。応援規
制やマスク着用、宿泊なしという条件付きではあっ
たが、それでも３年生にとっては、そのまま引退す
るよりずっと良い道だった。いつも聞こえる伝統の
応援が聞こえない、少し寂しい中でもトラックを走る
選手は、きっと純粋に陸上競技を楽しむことができたと思う。個人的にも自己ベスト
を出し、仲間たちと最高の思い出を残して引退できた。と、普通ならここで培った走
力を一旦置いておくが、私はそうはいかない。遅刻の常連として名が挙がる私は、
走力をトラックのみならず、学路に活かすのである。今まで支えてくださった先生方、
仲間たちへの感謝を胸に、ゴールに達するのが早いはずの私は、今日も大嫌いな
マスクを右手にスプリントで学路を駆ける。


